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独立採算であり引
き上げは不可欠　

水道料金は引き下げて
も引き上げをすべきで
ない

・財政について
・行財政改革プランについて
・総合計画について

・水道事業の統合と料金引き上　
　げについて
・行財政改革プランと公共施設の
　使用料引き上げについて
・アニメスタジオの解散について

持続可能な自治体の基
本理念はなにか

市民一人一人が
等しく情報サー
ビスを享受でき
る環境を作っ
ていくこと
が重要で
ある

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

黒
川　

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

は
、
国
が
新
た
な
森
林
管
理
の
仕
組
み

と
し
て
「
森
林
の
管
理
経
営
を
意
欲
あ

る
持
続
可
能
な
林
業
経
営
者
に
集
積
・

集
約
化
し
、
そ
れ
が
で
き
な
い
森
林
の

管
理
を
市
町
村
等
が
行
う
」
と
し
て
、

本
年
度
よ
り
創
設
さ
れ
た
。
財
源
に
つ

い
て
は
５
年
後
の
令
和
６
年
度
か
ら
森

林
環
境
税
と
し
て
賦
課
徴
収
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
本
年
度
か
ら
高
梁
市
へ
交

付
さ
れ
る
が
、
そ
の
使
途
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

本
市
に
交
付
さ
れ
る
森
林
環

境
譲
与
税
は
、
今
年
度
の
当
初
予
算
で

は
、
６
８
２
万
５
０
０
０
円
で
計
上
し

て
あ
る
が
、
実
際
に
は
約
１
４
０
０
万

円
交
付
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
今
後

は
年
々
増
加
し
、
令
和
15
年
度
に
は
、

４
７
０
０
万
円
程
度
交
付
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

　

こ
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
山
林

の
状
況
調
査
を
行
い
、
民
間
で
は
施
業

等
が
困
難
な
民
有
人
工
林
に
つ
い
て
、

森
林
を
守
る
観
点
か
ら
市
が
行
う
。
併

せ
て
林
業
従
事
者
の
育
成
も
行
う
予
定

で
あ
る
。

黒
川　
令
和
６
年
度
か
ら
の
森
林
環
境

税
の
賦
課
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

市
長　
個
人
住
民
税
均
等
割
と
併
せ
て

徴
収
す
る
予
定
で
あ
る
。

・森林環境譲与税について　
・持続可能な開発目標
　（SDGs）について

・児童、生徒の登下校の安全について
・教科担任制について
・屋内プールについて
・ききょう緑地グラウンドについて
・旧吹屋小学校校舎の保存修理工事につ 
  いて

今年度中に復旧工
事を完了する

ききょう緑地グラウンド
は、いつから使えるの
か

通
学
路
の
安
全
性
に
つ
い
て

伊
藤　
落
合
町
阿
部
地
内
の
国
道
３
１

３
号
の
自
転
車
に
よ
る
下
校
時
の
安
全

性
の
確
保
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
路
線

バ
ス
の
活
用
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

教
員
長　
基
本
的
に
は
路
線
バ
ス
の
利

用
は
可
能
で
あ
り
、
要
望
が
あ
れ
ば
、

公
共
交
通
会
議
で
総
合
的
に
考
え
ら
れ

る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

教
科
担
任
制
に
つ
い
て

伊
藤　
小
学
校
に
教
科
担
任
制
を
導
入

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
専
科
制
（
英
語
等
）
は
15
件

ほ
ど
導
入
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
り
、
教
員
数
に
つ
い
て
は
国
で

も
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
行
方

を
慎
重
に
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

屋
内
プ
ー
ル
の
検
討
に
つ
い
て

伊
藤　
暑
さ
指
数
に
よ
り
屋
外
プ
ー
ル

の
利
用
が
制
限
さ
れ
る
中
、
屋
内
プ
ー

ル
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長　
明
言
で
き
る
時
期
で
は
な

い
。旧

吹
屋
小
学
校
校
舎
の
保
存
修

理
工
事
に
つ
い
て

伊
藤　
工
期
延
長
、
工
事
費
の
増
額
を

ど
う
認
識
し
、
改
善
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
。

市
長　
困
っ
た
時
に
は
直
ち
に
報
告
す

る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
仮
に
そ
う
い

う
事
案
が
発
生
し
た
状
態
に
陥
っ
た
時

は
、
速
や
か
に
報
告
し
、
そ
の
善
処
策

と
対
応
を
考
え
、
努
め
て
い
き
た
い
。

今年度は現計画の
検証や市民アン
ケートなどを行
う。令和３年度か
らの総合計画は、
来年度に策定する

新総合計画の策定状況
はどうか

ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
の
事
業
破
綻
に
つ
い
て

石
部　
吉
備
国
際
大
学
か
ら
提
案
が
あ

り
、
１
億
円
の
予
算
を
投
入
し
２
年
で

破
綻
し
た
。
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
の
破
綻
の

原
因
と
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

政
策
監　
３
年
で
自
立
を
目
指
し
、
高

梁
市
発
で
海
外
展
開
を
見
込
ん
だ
営
業

活
動
を
行
っ
た
が
、
厳
し
い
状
況
で
解
散

し
た
。
収
益
が
見
込
め
ず
市
と
し
て
継

続
支
援
は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

石
部　

海
外
展
開
計
画
は
破
綻
し
た

が
、今
後
の
市
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

政
策
監　
ス
タ
ジ
オ
や
機
材
が
残
っ
て
お

り
吉
備
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
引
き
継
い
で

事
業
を
行
う
。

石
部　
市
が
税
金
投
入
を
行
っ
て
い
た

が
、
事
業
破
綻
の
責
任
は
。

副
市
長　
経
営
の
責
任
は
、
一
義
的
に

は
会
社
に
あ
る
。

水
道
料
金
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

石
部　
年
金
の
切
り
下
げ
や
社
会
保
障

の
切
り
捨
て
、
非
正
規
雇
用
の
増
大
な

ど
で
市
民
生
活
は
大
変
だ
が
、
水
道
料

金
の
引
き
上
げ
に
つい
て
市
民
合
意
が
得

ら
れ
る
の
か
。

産
業
経
済
部
長　
水
道
経
営
審
議
会
で

慎
重
に
審
議
し
、
議
会
で
も
説
明
を
行
い

一
定
の
理
解
を
得
て
い
る
。

石
部　
細
や
か
な
広
報
や
、
市
民
への
説

明
会
の
開
催
を
求
め
る
。

産
業
経
済
部
長　
料
金
改
定
に
伴
い
、

説
明
会
を
行
う
。

石
部　
少
量
の
利
用
者
や
福
祉
政
策
で

の
減
免
制
度
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　
新
た
な
減
免
制
度
は

設
け
な
い
。

来
年
度
予
算
に
向
け
て

宮
田　
令
和
２
年
度
の
予
算
は
ど
の
よ

う
な
考
え
方
で
編
成
し
て
い
く
の
か
。

市
長　
災
害
復
旧
が
優
先
だ
が
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
着
手
す
る
た
め

の
予
算
も
考
え
て
い
る
。

宮
田　
予
算
確
保
は
ど
う
行
う
の
か
。

市
長　

来
年
度
の
国
の
一
般
財
源
総

額
は
若
干
増
え
る
よ
う
に
聞
い
て
い
る

が
、
予
算
確
保
に
向
け
国
や
県
に
働
き

か
け
る
。

窓
口
業
務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

宮
田　
窓
口
業
務
の
民
間
委
託
を
検
討

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の

か
。

市
民
生
活
部
長　
先
進
自
治
体
の
調
査

や
内
部
で
の
議
論
を
進
め
て
い
る
。
市

民
課
の
業
務
の
み
の
委
託
で
は
経
費
削

減
の
効
果
が
出
に
く
い
の
で
、
委
託
す

る
業
務
を
検
討
し
て
い
る
。

新
総
合
計
画
に
つ
い
て

宮
田　
現
在
の
総
合
計
画
は
今
年
度
で

終
わ
り
だ
が
、
新
し
い
計
画
の
策
定
状

況
は
ど
う
か
。

政
策
監　
現
総
合
計
画
は
豪
雨
災
害
の

影
響
か
ら
１
年
延
長
し
て
い
る
。
令
和

３
年
度
か
ら
10
年
間
の
計
画
の
基
本
理

念
や
構
想
は
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
く
。

黒川 康司議員

伊藤 泰樹議員

宮田 好夫議員

石部 誠議員


